
■ 本章では、第四次計画に位置付けた各施策について、計画期間内の主な実績（取組）と効果を整理しています。

■ 以降の各施策ページは、実績・効果・写真・図表等を一体的に確認できる構成としております。

施策ごとの実績と効果４

①
②
③

④

⑤ ⑥

⑦

①：分野・柱

第四次計画における分野・柱を表示しています。
活力・快適「いかす」、防災・減災「まもる」、
長寿命化・持続可能「つなぐ」、社会資本整備を効果的に
進めるための施策 の４区分で構成しています。

②：重点目標

各分野における重点目標を表示しています。
第四次計画では、計13の重点目標を設定しています。

③：施策

重点目標を達成するための具体的な施策を表示しています。
第四次計画では、計35の施策を設定しています。

④：指標

施策の進捗を把握するため、具体的な数値目標を設定した指
標を表示しています。
第四次計画では、計27の指標を設定しています。
指標が設定されていない施策は、当該欄を省略しています。

⑤：実績

計画期間内に、県が実施した整備、支援、調査、普及啓発等
の主な取組を記載しています。

⑥：効果

実施により発現した効果や、今後の効果発現に向けて形成
された基盤等を記載しています。

⑦：写真・図表など

整備状況、整備前後の比較、位置、取組内容等を視覚的に
示しています。

各施策ページの読み方

※事業が継続中の施策については、現時点で確認できる進捗や今後の効果発現に向けた取組状況を含めて整理しています。
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標１ リニア開業効果の県全域への波及

施策１ リニア駅アクセスの向上

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R9）

指標１：リニア駅からの30分到達圏人口カバー率 （%） 68.7 68.7 72.7

リニア駅から30分以内にアクセスできる圏域

リニア駅

用地幅杭打ち式（R4.12）

新山梨環状道路（東部区間Ⅱ期）

新山梨環状道路（東部区間Ⅰ期）

新山梨環状道路（北部区間（広瀬～桜井））

中部横断自動車道
（身延山IC）

富士吉田忍野スマートIC

※リニア開業は2034年以降に延期（JR東海）

■ 中部横断自動車道（静岡～山梨間）の全線開通（令和３年８月）

■ 新山梨環状道路（東部区間Ⅰ期）の供用開始（令和４年11月）及び

新山梨環状道路（北部区間（広瀬～桜井））の用地取得着手（令和４年12月）

■ 富士吉田忍野スマートICの供用開始（令和４年７月）

■ 新山梨環状道路（東部区間Ⅱ期）、（仮称）甲府中央スマートIC及び新たな御坂

トンネルの供用開始に向けた事業推進

実績 効果

※第四次計画策定時（R1）の想定図

■ リニア駅へのアクセス性向上

■ 供用済み道路等による県内外アクセス性の段階的向上

■ 高速道路・スマートICの機能強化による人流・物流の円滑化への寄与

■ リニア開業効果の県全域への波及を支える広域交通ネットワークの強化

※指標の性質上、当初計画の終期であるR9の最終目標値しか設定していない。
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標１ リニア開業効果の県全域への波及

施策２ リニア駅周辺の基盤整備（道路交通）

（仮称）甲府中央スマートIC

ランプ橋、市道・河川付替え工事を実施中

リニア駅周辺整備の概要

ランプ橋下部工工事全体の状況

（仮称）甲府中央スマートIC

品川方面→
←名古屋方面

料金所

（仮称）甲府中央スマートICの整備により、

リニア駅と県内各地との交通結節機能が確保

され、30分到達圏域がさらに拡大

中央自動車道

リニア中央新幹線

中央自動車道

交通結節機能の整備の具体化

交通結節機能やスマートICの整備

実績 効果

■ リニア駅への１号線アクセス道路の工事着手

■ （仮称）甲府中央スマートICの整備に向けた関係機関・地元との協議調整の実施

■ （仮称）甲府中央スマートICの整備について、

NEXCO中日本からの用地取得事務の受託、用地取得着手（令和４年度）、

ランプ橋、市道・河川付替え工事の推進（令和４年度から工事着手）

■ リニア駅周辺における交通結節機能の確保に向けた基盤形成

■ 中央自動車道、新山梨環状道路及び中部横断自動車道との接続性向上に向けた

道路ネットワーク整備の進展

■ リニア開業後の県内各地とのアクセス向上、交流人口の拡大及び地域経済活性化を

支える交通基盤の形成

名古屋方面

品川方面→
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標１ リニア開業効果の県全域への波及

施策２ リニア駅周辺の基盤整備（河川）

整備イメージ図 流下能力が約３倍と大幅に増加

▽H.H.W.L

流下能力
80m3/s ⇒ 230m3/s

50年に１回程度の降雨に対し安全を確保

河道掘削・護岸
改修前
改修後

▽H.W.L

昭和58年８月 台風５号に伴う出水
（旧玉穂町付近）

平成12年９月 台風14号に伴う出水
（甲府南部工業団地付近）

新山梨環状道路

小井川駅

東花輪駅

中央自動車道

神
明
川

リニア駅

流下能力向上！

鎌田川の改修

R2～R7整備区間

S58.8 浸水区域

過去の被災状況

整備後整備前

■ リニア駅周辺の基盤整備に合わせた鎌田川の河川改修工事を実施し、延長2,113m

の河道の拡幅完了

■ 駅周辺開発を支える治水基盤を確保

■ 流下能力の80m³/sから230m³/sへの向上による治水機能の強化

■ 大雨時における河川氾濫・浸水被害リスクの低減

■ 冠水・浸水被害の軽減による地域の治水安全度の向上

■ リニア駅周辺における安全・安心な開発環境の形成

実績 効果

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標2：鎌田川の整備率 （%） 69 100 99
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標２ 他圏域との連携強化

施策３ 高速道路ネットワーク等の整備の促進

富士山
静岡空港

清水港

横浜港

羽田空港

中部横断自動車道（長坂～八千穂間）

山梨・長野両県知事が沿線首長
からなる懇話会と国へ要望(R7.12)

環境影響評価・都市計画の手続き中

早期事業化を求め
要望活動等を実施

ROUTE日本海－
太平洋促進大会(R7.10)

沿線地域の
活動が活発化

中央自動車道（小仏トンネル付近）

付加車線設置による
渋滞対策事業を実施中

促進大会や
要望等を実施

中央道渋滞対策促進協議会
(R7.11)

R4年4月に掘削を開始した
新小仏トンネル(仮称)施工中

事業中箇所の
工事進捗

富士吉田忍野スマートIC

令和４年７月 供用

国道469号
（富士南麓道路）

整備促進

令和10年度
以降供用予定

相模湖付近（下り線）
渋滞対策事業許可

日野ﾊﾞｽ停付近(下り線)
渋滞対策事業許可

三鷹ﾊﾞｽ停付近(上り線)
付加車線設置

小仏トンネル付近(上り線)
別線トンネル整備

笛吹八代
SIC

富士吉田
西桂SIC

談合坂
SIC

新秦野IC

甲府中央SIC

須走IC

富士吉田IC

調布IC
上野原
IC 三鷹BS

勝沼IC一宮御坂IC

都留IC

河口湖IC

小淵沢IC

白根IC

増穂IC

六郷IC

下部温泉早川IC

南アルプスIC

身延山IC

南部IC

富沢IC

双葉SIC
甲府
昭和IC

山中湖IC

大月
IC

大月
JCT

甲府南IC

海老名IC

海老名JCT

高尾山IC

八王子
JCT

中央JCT

新清水JCT

富士吉田忍野SIC

海老名南JCT

厚木南IC伊勢原JCT

伊勢原大山IC

長泉沼津IC

長泉JCT

沼津IC
沼津岡宮IC

相模原愛

大泉JCT

鶴ヶ島JCT

久喜白岡JCT

長坂IC

須玉IC

韮崎IC

双葉JCT

新御殿場IC

中部横断自動車道（静岡～山梨間）

南部IC

令和３年８月 全線開通

開通式

国道138号
（須走道路・御殿場バイパス）

令和３年４月 開通

山梨県の広域道路ネットワーク図

実績 効果

■ 談合坂スマートICの供用開始（令和２年５月）及び

富士吉田忍野スマートICの供用開始（令和４年７月）

■ 国道138号（須走道路・御殿場バイパス）の開通（令和３年４月）

■ 中部横断自動車道（静岡～山梨間）の全線開通（令和３年８月）

■ 中部横断自動車道（長坂～八千穂間）の早期事業化に向けた要望活動の実施

■ 中央自動車道の渋滞対策促進に向けた要望活動の実施

■ スマートICの供用開始による高速道路利用圏域の拡大及び地域アクセス性の向上

■ 国道138号（須走道路・御殿場バイパス）の開通による富士北麓地域と静岡方面と

の連携強化

■ 中部横断自動車道（静岡～山梨間）の全線開通による移動時間短縮、代替路確保及

び物流効率化

■ 未整備区間の整備促進及び中央自動車道の渋滞対策推進による広域道路ネットワー

ク機能のさらなる強化への期待
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標３ 県内拠点間の連携強化

施策４ 県内幹線道路ネットワーク整備の推進

国道300号（中之倉バイパス）（身延町） （一）休息山梨線（山工区）（甲州市）

（一）梁川猿橋線（太田バイパス）（大月市）新山梨環状道路（東部区間Ⅰ期）（甲府市） 国道411号（上萩原Ⅲ期バイパス）（甲州市）

（主）市川三郷富士川線（富士橋）（富士川町）

主な供用開始箇所

実績 効果

■ 幹線道路ネットワークの整備進展による県内拠点間のアクセス性向上

■ 移動時間の短縮や走行性の向上による利便性・快適性の向上

■ 地域間交流、物流効率化及び地域活力向上を支える道路基盤の形成

■ 国道300号（中之倉バイパス）、（主）市川三郷富士川線（富士橋）

をはじめとする幹線道路等計25.5kmの供用開始

■ 未供用路線における早期供用開始に向けた事業推進

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標３：広域道路ネットワークに資する路線の整備延長 （km） 0.7 25.5 25.5
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標３ 県内拠点間の連携強化

施策５ 市街地交通の円滑化の推進

至東京

至甲府

笛吹川

山
梨
市
駅

重川

日川

万力公園

山梨高校文

万力ランプ

加納岩小文

釜無川

信玄橋

開国橋

荒川

昭和IC

玉幡小
文

アルプス通り

中央自動車道

竜王駅

甲斐市役所

新山梨環状道路

（都）山梨市駅南線（加納岩小学校南交差点）

（都）田富町敷島線（真福寺入口交差点）

整備後整備前

整備後整備前

実績 効果

主な供用開始箇所

※分母＝5.7km（令和９年度までに優先的に整備する街路の整備延長）

■ 都市計画道路の整備による市街地交通の円滑化

■ 渋滞緩和及び移動利便性の向上

■ 歩行者・自転車の安全性向上

■ 学校周辺区間における安全で快適な通学環境の形成

■ （都）山梨市駅南線（日川街道踏切手前～加納岩小学校南交差点）、

（都）田富町敷島線（真福寺入口交差点～山県神社北交差点）及び

（都）新環状・緑ヶ丘アクセス線（緑ヶ丘1丁目地内）等、

都市計画道路約2.9kmの供用開始

■ 未供用路線の早期供用に向けた整備推進

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標４：街路整備率 （%） 19 51 49
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標３ 県内拠点間の連携強化

施策６ 渋滞対策の推進

新山梨環状道路（東部区間Ⅰ期）開通（R4.11）により、渋滞解消

渋滞解消箇所：国道140号（笛南中北１交差点（西進方面））

① ②

：撮影位置
開通後

開通前

0

200

400

600

800
通勤時間帯 渋滞長の変化（国道140号）

750m

(m)

40m 50m

開通前
(R4.10)

開通後
(R5.2)

開通後
(R5.9)

約90%減少

0

2000

4000

6000

交通量の変化（国道140号）
5,900台

(台/12h)

4,400台

開通前
(R4.10)

開通後
(R5.2)

開通後
(R5.9)

約25%減少

利用者の声

・通勤面：通勤時間の短縮が図られた。就業時間に間に合うようになった。

・物流面：１日に何度か工場と往復するが、１回あたり10分程度短縮でき、
大きな時間短縮となった。

■ 主要渋滞箇所の一部解消による市街地交通の円滑化

■ 交通分散による移動時間の短縮及び定時性向上への寄与

■ 交通流の円滑化による環境負荷軽減及び交通安全性向上への期待

■ 新山梨環状道路（東部区間Ⅱ期）等の整備による更なる渋滞解消効果の発現見込

実績 効果

■ 新山梨環状道路（東部区間Ⅰ期）の開通により、国道140号（笛南中北１交差点

（西進方面））をはじめ、主要渋滞箇所４箇所の解消

■ バイパス整備、現道拡幅、交差点改良等による渋滞対策の推進

■ 新山梨環状道路（東部区間Ⅱ期）等の早期供用に向けた事業推進

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標５：主要渋滞箇所の対策箇所数 （箇所） 31 36 36
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標４ 地域観光資源の利活用

施策７ 観光周遊ネットワーク整備の推進

（主）茅野北杜韮崎線（新府バイパス）

（一）富士吉田西桂都留線（小沼バイパス）国道300号（中之倉バイパス）

国道411号（勝沼拡幅）観光周遊ルート

■ 観光周遊ルートの整備による主要観光地間のアクセス性向上及び観光客の移動負担

の軽減

■ 線形改良や現道拡幅等による走行性向上及び移動の円滑化

■ 周遊観光の促進と地域間交流の拡大を支える道路基盤の形成

実績 効果

■ （主）茅野北杜韮崎線（新府バイパス）や（一）富士吉田西桂都留線

（小沼バイパス）等、観光周遊ルートとなる道路23箇所の整備

■ 県内全域の主要観光地を結ぶ道路ネットワークの整備推進

■ 線形改良、現道拡幅等の実施

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標６：観光周遊に資する路線の整備箇所数 （箇所） 1 23 23
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活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標４ 地域資源観光の利活用

施策８ サイクル王国やまなしの実現

地域部会の様子

サイクル王国やまなし ロゴマーク

各地域サイクリングマップやまなし自転車ネットワーク モデルルートエリア

矢羽根型路面表示の通行状況

実績 効果

■ 県内９エリア全てにおける地域部会の設置及びモデルルートの設定完了

■ モデルルート上における矢羽根・ピクトグラム等の自転車走行空間整備の推進

■ モデルルートを紹介するサイクリングマップの作成

■ 自転車走行空間の整備による安全性及び走行快適性の向上

■ サイクリングマップを活用した周遊促進による地域の賑わい創出への寄与

■ 自然・景観等の観光資源を結ぶ新たなサイクルツーリズム基盤の形成

※目標・実績：令和４年度までに全９エリア設置

指標
当初
（R1）

実績
（R4）

目標
（R4）

指標７：自転車活用の推進を図る地域部会の設置エリア数 （エリア） 2 9 9

324⃣施策ごとの実績と効果



活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標４ 地域観光資源の利活用

施策９ インフラの価値や魅力の情報発信

監査廊の見学 ダム湖周辺でのドローン飛行 ダム堤体下でのドローン飛行

インフラカード（抜粋）富士の国やまなしインフラガイド（抜粋）
ポータルサイトトップページ

インスタトップページ インスタ投稿例

実績 効果

■ ポータルサイトやSNSの活用によるインフラ情報への接点拡大

■ 建設現場、公共眺望ポイント、イベント情報等の発信による県土整備への関心向上

■ 現地見学やカード配布を契機としたインフラの観光資源化の促進

■ ポータルサイト「富士の国やまなしインフラガイド」への67施設掲載

■ Instagram「県土やまなし未来づくり」の開設及び3,291フォロワーの獲得

■ 48施設を掲載したインフラガイド15,000部の作成・配布

■ 県内インフラ32施設のインフラカード及び3施設のプレミアムカードの作成・配布

■ 大門ダム、琴川ダム、塩川ダム、雁坂トンネル等を対象としたインフラツーリズム

の実施

334⃣施策ごとの実績と効果



重点目標５ 活力ある市街地環境の創造

施策10 市街地整備の推進

（都）北口2号線（甲府市朝日1丁目地内）

土地区画整理事業の実施により、歩行者と自転車の通行空間の分離、車両進入の抑制、
景観整備を図った。

舞鶴城公園（南広場）

甲府周辺地域活性化実施計画に基
づき、史跡甲府城跡保存活用計画
及び整備基本計画と整合を図りな
がら、魅力向上に繋がる甲府城南
側エリアの整備を実施したことで、
賑わいが創出された。

公園利用状況（暫定整備）

（都）加納岩小学校西通り線（山梨市下神内川地内）

【整備前】

山梨市駅南部の市街地において、幅員が狭く、歩道未整備のすれ
違いも困難な交通環境

【整備後】

道路拡幅を実施し、市街地の渋滞が緩和され、通勤・通学や日常
移動の快適性と利便性の向上に寄与 整備前 整備後

整備後整備前

活力・快適

「いかす」
やまなし

甲府城周辺地域の整備 土地区画整理事業

都市計画道路の整備

実績 効果

■ 甲府駅南口から甲府城周辺にかけた景観・回遊性の向上とまちなかの賑わい創出へ

の寄与

■ 交通分散による市街地の渋滞緩和と日常移動の利便性向上

■ 防災性の向上と都市機能の集積による安全で暮らしやすい市街地環境の形成

■ 甲府駅南口周辺における県市共同の実施計画に基づく甲府城周辺整備の実施

■ （都）加納岩小学校西通り線をはじめとする都市計画道路の整備による市街地内

道路ネットワークの整備推進

■ （都）北口２号線などの土地区画整理事業及び丸の内一丁目地区などの市街地

再開発事業への支援による公共施設整備や土地利用高度化の推進

344⃣施策ごとの実績と効果



活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標６ 効率的な森林の施業

施策11 林内路網整備の推進

整備後

整備前

＜新規事業化＞ 林道盛里王の入線

実績 効果

■ 林内路網の整備による森林施業及び木材搬出の効率化

■ 主伐・間伐・再造林の一体的な推進による森林資源の循環利用への寄与

■ 林道の整備・機能強化による地域間連携及び災害時の代替路機能の確保

■ 森林施業や木材搬出を支える林道について、菅野盛里線ほか4路線の完成及び

盛里王の入線ほか6路線の新規事業化

■ 林道を補完する林業専用道について、大平1号支線ほか8路線の完成及び

樫山1号支線ほか9路線の新規事業化

■ 計画期間内における林内路網249kmの整備

＜完成＞ 林道菅野盛里線 ＜完成＞ 林道富士東部（北）線

整備前

整備後

整備前

整備後

林道の整備

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標8：効率的な森林施業に資する林内路網の整備延長 （km） 4,645 4,894 4,913

354⃣施策ごとの実績と効果



活力・快適

「いかす」
やまなし

重点目標７ 農業競争力の強化

施策12 農地・農業用施設の整備の推進

W=1.8.m

狭小で不整形なほ場 断面不足の水路急峻地形のほ場 舗装が傷み、幅員が狭い農道

区画を拡大し整形されたほ場

農道 用排水路

・排水不良が解消され農産物の品質が向上
・農地の浸食が防止され維持管理労力が軽減

・車両の安全かつスムーズな走行が可能
・舗装により農産物の高品質化に繋がっている

多様な担い手への農地集積･集約化が促進されている区画の拡大や勾配の緩和により生産性が向上している

緩傾斜化されたほ場

W=4.0.m

区画整理

産地の競争力強化に向け、多様な担い手への農地集積・集約化を加速化させるため、畑地の基盤整備の推進が必要

基盤整備により農作業の効率化･省力化等が図られるとともに、多様な担い手への農地の集積･集約化を促進

農道 用排水路区画整理

実績 効果

■ 果樹産地等において、区画整理、農道整備、用排水路整備等による基盤整備603ha

（91地区）を実施

■ 区画整理による農地の区画拡大、農道整備による作業用道路の拡幅、用排水路整備

によるかんがい・排水機能の改良を推進

■ 農地の大区画化による生産性の向上

■ 作業用道路の拡幅による大型農業機械の導入促進と農作業の省力化・効率化

■ 安定的な用水供給と排水性向上による高品質な農産物生産への寄与

■ 担い手への農地集積・集約化を支える生産基盤の形成

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標9：果樹産地等における基盤整備面積 （ha） 4,400 5,003 5,000

364⃣施策ごとの実績と効果




